
平
成
二
十
年
六
月
十
一
日
提
出

質

問

第

五

二

四

号

北
方
領
土
返
還
に
つ
い
て
の
民
間
団
体
の
方
針
と
政
府
方
針
と
の
相
違
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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北
方
領
土
返
還
に
つ
い
て
の
民
間
団
体
の
方
針
と
政
府
方
針
と
の
相
違
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
三
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

北
方
領
土
返
還
運
動
を
行
う
民
間
団
体
（
以
下
、
「
民
間
団
体
」
と
い
う
。
）
の
一
つ
で
あ
り
、
内
閣
府
所
管
の
社
団
法

人
で
あ
る
千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
（
以
下
、
「
連
盟
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
外
務
省
や
内
閣
府
、
北
海
道
庁
等
の
政

府
、
ま
た
は
地
方
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
平
成
十
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の

交
付
額
並
び
に
平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
「
連
盟
」
の
収
入
に
占
め
る
補
助
金
の
割
合
が
示
さ
れ
、
併
せ
て
、
平
成
四
年
七

月
三
十
日
よ
り
同
連
盟
の
小
泉
敏
夫
理
事
長
に
対
し
て
報
酬
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
小
泉

氏
は
理
事
長
に
就
任
し
て
か
ら
一
貫
し
て
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二

小
泉
理
事
長
の
出
張
旅
費
等
、
各
種
経
費
は
、
毎
年
ど
れ
く
ら
い
で
あ
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

三

本
年
三
月
二
十
三
日
、
「
民
間
団
体
」
の
一
つ
で
あ
る
「
国
後
島
民
の
会
」
が
、
北
海
道
根
室
市
内
で
開
催
し
た
総
会
の

中
で
、
従
来
の
同
会
の
運
動
方
針
で
あ
っ
た
「
四
島
一
括
返
還
要
求
運
動
」
か
ら
「
一
括
」
と
い
う
文
言
を
削
除
し
て
「
四

島
返
還
」
と
す
る
と
い
う
、
北
方
四
島
全
て
の
同
時
期
の
返
還
で
は
な
く
、
四
島
の
段
階
的
な
返
還
を
許
容
す
る
と
も
と
れ

る
運
動
方
針
へ
の
変
更
を
決
定
し
た
一
方
で
、
「
連
盟
」
は
、
小
泉
理
事
長
が
「
連
盟
と
し
て
は
総
会
で
決
議
を
し
て
い
る

一



の
で
、
今
後
も
四
島
一
括
は
変
え
な
い
」
と
、
同
連
盟
と
し
て
は
四
島
一
括
の
運
動
方
針
を
改
め
る
考
え
は
な
い
旨
述
べ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
も
政
府
は
「
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
固
有
の

領
土
で
あ
る
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
い
う
基
本
的
方
針
を

堅
持
し
つ
つ
、
北
方
四
島
の
我
が
国
へ
の
帰
属
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
実
際
の
返
還
の
時
期
、
態
様
及
び
条
件
に
つ
い
て
は
柔

軟
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。
外
務
省
及
び
内
閣
府
と
し
て
は
、
連
盟
の
見
解
等
は
政
府
の
基
本
的
方
針
を
踏
ま
え
、
北
方

四
島
の
返
還
を
願
う
強
い
思
い
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
答
弁
を
し
て
い

る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
連
盟
」
及
び
小
泉
理
事
長
の
見
解
は
、
右
答
弁
に
あ
る
政
府
方
針
（
以
下
、
「
政
府
方
針
」
と
い

う
。
）
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。
確
認
を
求
め
る
。

四

「
政
府
方
針
」
に
あ
る
「
実
際
の
返
還
の
時
期
、
態
様
及
び
条
件
」
は
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
返
還
の
あ
り
方
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。
例
え
ば
政
府
と
し
て
、
歯
舞
、
色
丹
、
国
後
、
択
捉
の
四
島
の
返
還
に
そ
れ
ぞ
れ
時
間
差
が
あ
る
、
ま
た
は

四
島
全
て
が
同
時
期
に
返
還
さ
れ
る
等
の
返
還
の
あ
り
方
を
想
定
し
て
い
る
か
。

五

小
泉
理
事
長
の
言
う
「
四
島
一
括
」
は
、
「
政
府
方
針
」
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
小
泉

理
事
長
の
言
う
「
四
島
一
括
」
は
、
「
政
府
方
針
」
に
あ
る
「
実
際
の
返
還
の
時
期
、
態
様
及
び
条
件
」
の
中
の
、
政
府
が

二



想
定
し
て
い
る
返
還
の
あ
り
方
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
確
認
を
求
め
る
。

六

政
府
は
小
泉
理
事
長
及
び
「
連
盟
」
の
「
四
島
一
括
」
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
「
政
府
の
基
本
的
方
針
を
踏
ま
え
、
北

方
四
島
の
返
還
を
願
う
強
い
思
い
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
当
方
は
ロ
シ
ア
側

が
小
泉
理
事
長
及
び
「
連
盟
」
が
言
う
様
な
「
四
島
一
括
」
に
よ
る
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
応
じ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
様
な
主
張
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
政
府
が
当
該
団
体
の
収
入
の
八
割
を
超
え

る
補
助
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
側
に
対
し
て
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
資
す
る

も
の
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


